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一一「 衝動性や多動性が~る等社会性G弱さがあると、思いつい定ことを衝動的に話してし参号、大き@声

全体活動に参加しやす く するための支援|官話す@と全体を乱す行動をするごとがa判事'It.を之さIL-ILを視覚化し'7弓スIL-ILとしt:éJlla.~芭

-==--確認可ると対象J!1ëJかりが地局れることが砂捗〈穆"~if.

〔児童の姿〕

クラス全体で話を聞

く時、思い浮かんだこ

とをすぐに口に出し

てしまい、継続して話

を聞くことが難しい。

場の状況がわからず

大声でしゃべる。

集まって話を聞く時

に、 周りにいる友だち

にちょっかいをかけ

たり、 周りに気が散っ

て動き出してしまう。

おもちゃ棚や机、テラ

スの支柱に上ったり、

すべり台の上に立つ。

〔具体的支援〕

. w先生が話をしている時はしゃべりません』をク

ラスのノレールとして全体で確認する。

-言葉に受け答えせず、サインや簡潔に言葉で伝え

たりカードで静かにするように促すロ

-声の大きさレヘノレを教えて場の状況に合った声の

大きさむ話す練習をする。 ⑥ 

-話に集中できるよう視覚刺激の少ない方を向いて

座る場所を設定する。

-イスを使って座り、他児との距離をとって気が散

らないようにする。(イスが使えない場合は7 ツ

トに個々の7ークを鮎る等の工夫をする)⑤

-話の内容に興味をもち集中できるよう、絵や図を

描きながら説明し、理解できているかどうか確認

しながら進める。

-行為には反応せず、 「下ります」と端的に伝える。

.高い所に上りたいと言う欲求を遊びで満たせるよ

うに遊びを工夫する。

・上つてはいけない所は視覚でもわかるように表示

したり、危険のないようにすぐに上れないような

環境設定をするロ

仁今

ー'POINT 

に今

m 
POINT 

亡コ
POINT 

〔具体的な状況〕

・定着するまでは保育士の話の途中で口を出すが、

少しずつ定着してくると、カードを見る と自分か

ら気づいて黙るようになる。

肉吉語(9(;)中古考えているごと)が併に出る持衝が

ある時tI.'7弓ス全体芭涜ISし頭ぬ中古考える練習を

Itる(;)毛d:い官官...

例え師「先生か富ヮ定吉葉竜bi，.(;)中古宮うJr声ぬポ

I b.-~奄01，ζしt: 10 ftえる』惨と。

-壁面の情報に気が散り にくく なり 、保育土に注目

しやすく なった。 また、イスを使って 定の距離

をとることで他児に対し気になるこ とが少なく

なりちょ っかいをかけることが減る。

-絵や図を使って説明することで話に集中し理解し

やすくなる。

気自t昔¥t"うすに座。Z謡を闘いZいる時跡、?イコン9'7ト

芭認め乞いくとみHz:It.常に~(;)中に入れ乞挽くことを、

r~竜書記を見定いる』と吉ろ骨イシを迭'1事'if.

-過剰に反応しないで端的に言葉をかけたので様

子を見て下りてきた。

衝動的移行動や1主自行動阻害過剥に反応し穆い芭

冷静に対応し量豊富昔。
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切りかえの弱さを補うた め の支日

〔児童の姿〕

{具体的支援〕

-その場から離し落ち着かせ本児の思いを聞く。

・テンションが上がり過ぎないようにコントローノレ

する。
自分の思いが通らない

と、友だちを押したり蹴

ったり 叩し、たり する。

CD 

友だちに関わり たい気

持ちはあるが関わ り方

がわからず、 乱暴になっ

たり、「ばか」などの暴

言を言ったりする。

-コミック会話やどんなきもちカードで状況や気持

ちを整理したり、 相手に気持ちがあることを

どんなきもちカート⑪ コミック会話 ⑫

-興奮して泣きながら怒っていたのが治まり、

同 |一一し始札
衝動性自1強<.自分の気持ちをコントロールしにくい

こと毛防. をぬこと志に8li?~気持ちを切り嘗える支援

問 制軒lt.

INT r・をc;)場か勾躍IS"{仕切りぬ窃るところへ.深呼吸lt

イ る、強〈抱きしめる等)

に・厚固と移ヲ信毛.C;)1i取"1;事〈

. /f.エマワが起こO:;~いぷう鯵工夫とし'c事前にテン

ショシが土がり過ぎ惨い~ろにし号豊富t.

・コミック会話で言ったことを書こうとする と嫌

がり 自分から「おしたらだめJrooちゃんが

ないている、ごめんね」と言うようになるロd
m
 
POINT 

q 
m 

POINT 

〔具体的な状況〕

¥ 

相手ぬ感情を理解可るごとが鑑しいことも跡、 鎗11ー

ドやコミマヴ会話老健周可るごとにdμl、 抹況や書~t，:;."司気

持ちを視覚か月感じることが芭e憲司...保育士防需にメモ

帳奄持令官蔚〈と‘適時視覚支措置を入れることができ、ごと

司~，司気持ちが高aiる前に対応ltるごとかをま奇襲lt.

-保育士がモデノレを示すことにより、fIまかj 以

外の言葉で相手に伝えようとしている。

鈎来事をq弓スI&.-I&.Iこし乞廷C;)~~'61ぎかりが注

意老妻けることが穆いぶろにし孝司.(自尊感情を育

古寺苛)

-こうすればいいという 関わり 方のモデルを示す。

・「叩きませんJrばかと言いませんJというク ラス

Jレールをうくりクラス全体で約束に取り組む。

r. .・
】

rlëJか』竜~~C;)不適切移富豪老健μ続付るとJ(l1ーン

化念才l'C奮ヲ乞し参ろという目路に除雪摩ヲ乞し参ろの't:

反応世~. I&.-I&.1臥，苦手lt.
POINT 
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生活の中で見通しをもつために

1週間・ 1日のスケジュールを表にして知らせます。個別の支銀が必要なこともち

そうでないこどもも、その日の予定がわかることで、見通レをもって行動でき気持ちの

安定につながります。

<1目の予定> <週間予定>

予定表

朝、みんなで 1日の生活の流れを確認
レます。流れがわかることで安ωして
過ごすことができます。

終わったカードは、農返したり緩いたり
しておくと終わったことがわかります.

とれ官何司tltる6司か
わかヲZ司~llÞ1l!電事・..

( 登降所の準備 ) 

こどもの状況や理解にあわせて手順衰を示すと、視質的に理解レやすくなります。

朝の用意手順表 ① 
支鑓の必要なことちのロッカー償lこ掲示する
と、準備しながら確偲できます。壁lこ貼って

おくことでみんなが見て確認できます.

一度に見えると情報が多すぎて豊富理レにくい
こどもには、めくり武の総力一ドを使いまレた.

出席ノート

壁lこ掲示した出席ノートlこ赤い粋をつけると、

シールを貼る位置量がわかりやすくなりまレた。

- 14 -

陸軍i
一一

準備力ゴ②

リュックから準備物を出レて
カゴに入れて持ち運びます.
カゴ|こ手順表が貼ってあり、
順番!こ用意していきます.

官2

-
晶
甲
骨晶

曹

@
 

晶
'
'
品
市
晶
'



生活の揚面の中で ごlI.r.Jo1J1ifitると.

わ恕し鯵，" 'r.J1I¥ 
一ーーー

クラス全体での約束事やルールを写真や給を使い、自に見える形で伝えていきます。

トイレの手11慎

トイレでのズボンの上げ下ろレを手順を追って
わかりやすく表示レています。

アップリケ

タイムタイマー ③ 

衣服の種用マーク

衣服を種用するときlこ、前後
がわかりにくい燭合は、衣服
の内側にアップリケやボタ
ン等をつけ、それが見えるよ
うに手足を通すと前後を間
違えにくくなります。

時間の経過が目で見てわかるようになっています。キッ

チンタイマーは霊長字で残り時間がわかります。“0"にな

り奮がなったら次の行動に移るなど、気持ちを切り替え

るときlこ使います。

-15 -

給食後の片付けの手順

忘れがちな食後の流れを

写真で表示しています。



順番 ④

床に足裂があることで、血ぶことが理解
でき、順蓄を待っています。

クラスのルールをつくり、

「しゃべりません」カード

保育室以外でち、視覚的にわかりやすい表示

をしています。

- 16 -

個人のマークを貼ったマット ⑤ 

いすを使用しない甥箇では、活動や
燭所によってはマットに名前やマーク
をつけて揚所を明確にしています.

声の大きさ表 ⑥ 

目標カード (がんばり表〉 ⑦

シールを陥り、頑張ったととを自
に見える形で表すことで、憲欲に
つながります.



あそびの中でこんなサポートがあると闘かるよ

ルールや手111買を、写真やイラストで示すと、わかって活劃しやすくなります。

あそびのコーナー ⑨ 

手11慎表 ⑧ 

手111買衰があると、こどもが

いつでちm&~できます.
終わりがわかると愚後まで

取り組みゃすいです。

各コーナーで遊べる人鍛や待っている友だちの

ことがわかりま9.

鍵盤ハーモニカ

鍵盤に色刷のシールを貼り、音階を表示し、

楽総とも対応するよう!こレています.

- 17-



( コミュニケーション ) 

自に見えないものは、理解しにくいものです.気錆ちを表したり、伝えたりする時にも視覚支

獲が役に立ちます。自分の気持ちが日lこ見える形で表現されると、その絵や文字に気持ちが集中

レ、真喜ち普くことができます.また、気符ちを益還したり、客観的!こ考えるのに役立ちます.

コミック会話 ⑫ 

どんなきもちカード ⑬ 

「うれレいJrかなレいJrこまったな・・・」こどちた

ちのいろいろな気錆ちlこ気づき、共感レあえるツールで

す。
保育士のifIケットにレのばせて言集lこならない思いを
引き出すときに使います。

憲恩カード ⑪ 

写真や力ードを
使って、自分の
意思を自然的lこ
伝えるコミュニ
ケーションのひ
とつとレて使い

ます.

人の気持ち1d:13に貝えないため、理解することが難しいものです。コミック会話は、

この目lこ見えないものを視覚化すること|こより、理解を悶ける方法です。

受分ト人刈μ〉比と♂Qα九九こ日臼とclet)c9ま

今の状j況兄をその甥でメモ申帳長に給で描くとわかり『やbすくなります。

ー 18-



行事

いつもと遭うことや見通しが待てないことは不安です。今から伺があるのか、どうしたら

よいのかを具体的に知らせると安ωできます.

く遠足>

下見に行ったときlこ活!I1Jをイメージレ、
写真をとって、情報収集レておきます.
こどもが不安になる場面などを予測レ、

対処の方法をきえておきます。⑬

遠足の思い出を写真や文章で掲示レて
いくと、記憶や体験を思い出し遠足の
娠り返りができます。

<運動会・発表会>

走っている途申でリレーのことを忘れて
しまうことちには、コーンに興味がある鍛
字をつけると、ヨ聖後まで走りました。

.，=....".:z:シ'f1;'7

内
4晶

we
 

e
 --

• 
"
 

働e
 

e
 111¥ 

すわりますマット ⑬ 

どこで、 1司をするのか具体的にわかるようマットを
作り運動会や発表会の出番や待ち時間に使いまレた。

大量Bの友だちの中で、不安に
なったり混乱したりレないよ
う全体がわかり、ll:tlt5i位置が
わかるようにレます。⑮

一19-



姿勢が安定レないこともに

緒子の工夫

足を床につけて座ると安定しま

す.足置き台を置き、こどもに合

った緒子の高さに調盤じます。

便利なグッズ

三角鉛..鉛筆グリップ

筋力が弱く、いすからすり港ちやすいこどち

は、すべり止めシートや肘おきをつけると安
定レやすくなります。

グリップを使うと持ち方が安定レ、筆圧ちしっかり
とします。 1也にも色々な形のものがありま言。

筈

簡単な指の動きで操作

ができたり、 立レいF寄
ち万ができるなど、
色々な箸があります。

-20 -

はさみ

刃が大きく開き、開聞がス

ムーズなはさみやパネば
さみなどを使用すると、活

動がスムーズ!こなります。



 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
    

     
    トレインカースロープ          玉の塔           はしご人形  

   
玉おとし          おはなし組木         ワイヤーメイズ 

 

                        

           ウォータータイマー              

 

対象児の好きなおもちゃを用意して 

ひとり遊びを保障します。 

イヤーマフ ⑯ 

※聴覚過敏のあるこど

もは外からの音をシャ

ットアウトすることで

落ち着きます。 

ペットボトルで手作り

水のりの中に水を入れ

ビーズやスパンコール

など光るものを入れま

す。中の物がゆっくり

動く様子やキラキラ光

る感触を楽しめます。

ひとりでじっくり
あそぶと落ち着く
なあ 

動きを目で追ったり、手指を使ったり、いろいろな感触を感じたりして、

こんな遊びやおもちゃであそんでいます。 

落ち着けるコーナー ・ あそび 

－ 21 －



 

 

       

 

   

          洗濯ばさみ                   ホワイトボード 

 

                            

 ストローおとし                 ひもとおし 

 

                     

      砂遊び                    ビーズすくい             

         

排水溝の穴に小石を落としていたこども 

のあそびを転換するために、じょうごを使

ったあそびを準備しました。 

落ちていく砂の様子を眺めてあそんでい

ました。 

友だちと一緒にアイロンビーズあそび

がしたかったこどもに準備しました。 

一緒に遊べることがうれしかったよう

です。 

身近なもので  手指を使ってあそぶ 

－ 22 －



 

           
      

  

          ボールプール                   人工芝 
                               
    
                             

    
 

                           

              ボール                  緩衝材  

            
       

                           

 

  
 
 

胸のところまでボールで包まれると 

心地よいこどももいます。 

感覚が鈍感なタイプのこどもには『足裏に強

い刺激をいれることで活動的になる』とアド

バイスをもらいあそびのなかにとり入れてい

ます。 

こどもが落ちつく感触の一例。硬さ、感触などはこどもに合わせて選んでください。

聴覚過敏があるこどもが、身

のまわりの音をコントロー

ルするのに役立ちます。 

イヤーマフ ⑯ 

苦手な感触のものは直接触らないで遊べる工夫をし 

ます。 

※製作ではスティックのり、スタンプ、タンポなどが 

便利に使えます。 

 

粘土あそび 型抜き 

感覚過敏を考慮して 

感覚あそびなど 

－ 23 －



M 
~ 

保育室 ・所庭の環境づくり
保育室の構造化

グループごとでお鎗かき

ファイルをわけています.

作り方がわかるように

写真をはっています.

4歳児室

自分で色鉛筆を幽してきてお総

かきやぬり鎗を援しみます.
カーテンを閉めています.

ブロックを使う時1ま

カ テンを開lすます.

d 



保育室の構造化

* z児は支援対章児童 (精神発達遅，帯)

Z児がゆっ〈り過ごしたい時

は、この場所で遊ぶことが多

Z!l/.O)蓬主主i盆盈

出 |保育士が想定していた場

所ではなく、みんなが見

え1>L.離れた所が落ち着

ける場所だとわかった

ぬり盆ホワイトポ ドカルタ・ミニブロック

手先を使うおもちゃ

Z児 ロッカー

4歳児保育室

個人のロッカー

Z児の調書ち筆〈楊所

盆盟進笠豆旦盆

憧うときは、一人分で憧う ζ とをル

ール化する方がよい場合もある



所庭環演の僑造化

上の力ゴにポール

下の刀ゴにパ力ポコ
1;:のスタンド1こ フ ブ

E詰

スコップ・力ップいれ

ザルパケツいれ

全体図

〆づr=ro
巨

保育士の見守りのな
い時は「っかいませ
ん」表示在していま
す.

三縞車交代の駅

このような表示で遊び燭所在知

らせているところちあります.

聞

とこ切なあそびをICff>~ 
するのかがはっきりわ

かり、トラブルちなく

なってきまレた.
三輔車の道の目印コーン

;;.; 

b 

圃
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個別指導計画  ６月２４日～７月２３日                 平成２１年度      保育所  

  所長 担任(記録者) 児童の氏名   

 Ｉ 
クラス年齢 (  ５ )歳児 

家庭の様子  

・母の体調の悪い日は家族が代わりに送り迎えしている。母は不適切な言葉を言

ってしまうことや、話を静かに聞くべき場面でずっとしゃべってしまうことを、

とても気にしている。 

印 印 

項目 児童の姿    ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生活面 

 

社会性 

 

 

・特に支援の必要はない。 

 

・クラス全体で話を聞いて

いる時に、保育士の言動

に対して「そんなんした

らあかんで！」「むり！」

などと否定的な言葉を言

ってしまう。 

 

・友だちと関わる中で、前

後関係なく「はなくそじ

じい」「わっる～(悪い)」

など不適切な言葉を言っ

てしまう。 

 

 

 

・クラス全体での話を静

かに聞けるようにな

る。 

 

 

 

 

・友だちの気持ちを知

る。 

 

 

・保育士がクラス全体に話をし

ている時に話し始めたら、全

てを受け答えしたり、禁止や

否定的な言葉をかけるのでな

く、「今は話を聞く時」であ

ることを知らせる。 

 

・コミック会話、絵カードを使

用し、状況把握、友だちの気

持ちをわかりやすく示す。 

・友だちや保育士に対して適切

な言葉を使っているときは褒

める。 

る。 

 

    

 

・毎日の働きかけの中で、少

しずつ穏やかになる。保育

士の表情を見て、小さい声

で話そうとしたりする。 

 

 

 

・「しんでしまえ。」と言っ

たことを、コミック会話に

書こうとするといやがり、

自分から「ごめんなさいっ

ていう」と言う。 

 

 

 

 

 

 

・姿を認めるように関わると

穏やかになる。 

・肯定的に認める中で、穏や

かに過ごせる時間を増や

す。 

 

 

・コミック会話や気持ちカー

ドを使ったり、言葉で気持

ちを伝えると、「いやなき

もち？」というように、相

手の気持ちに対して、確認

をしている。その都度、気

持ちを伝えるように心が

ける。 

 名氏者護保 すましい願おで援支の容内のこ   

            ６月２４日～７月２３日 作成                         ７月２４日～８月２３日 作成
 

必要がない場合はこのように記入する。 

 クラスの中でみんなが守るべきルールとし
「この言葉は使いません」とする。使い始
めるとパターン化されてその子の回路に 
はまってしまうため。         

 「今から説明する
間は何も話さないでね。
そのあと質問を受けま
す。」と具体的に言う。 

 内言語を外言語にしてしまうので沈黙の
練習や、遊びをするのもよい。 

－
 
3
1
 
－



 

  

 

 
                                  

精神発達遅滞で 広汎性発達障害と多動傾向のこどもの事例 
 

個別支援計画                                                    平成２０年度～ ２２年度 

                （    保育所）          

児童氏名 性別 生年月日 担任 障害・疾病などの状況 手帳の有無 

平成 1６年８月 日

入所年月日 
Z 

 
男 

平成２０年 4 月 1 日

３歳児 K   

４歳児 O・F 

 

軽度精神発達遅滞 

 

療育手帳 B2 

 

 報情や援支のらか関機係関 関機談相・療医

・○○区保健福祉センター家庭児童相談室 

母子通所 

・療育施設○○学園（作業療法・言語療法） 

 

 

 

 

 

 

・母子通所：こどもはグループで遊んでいる。（保護者はその間保護者同士で話をする） 

       担当の先生によると、この春よりいろいろな面で伸びが大きいとの事。 

       ６月  日に保育所に来てもらい話をする予定であったが発熱のため、延期に

なる。 

・療育施設：作業療法の内容は、母は把握していない。言語療法時は母は側で見ているとの事。

迷路などをしている姿を見ると少し落ちついてきたとの事。 

 

 容内・標目の援支 い願の者護保

・言葉で伝える事が増えてほしい。 

・社会のルールをわかってほしい。 

・こだわりを少しでも無くしてほしい。 

・生活面で気が散らない環境を整え、自分でできることを増やしていく。 

・自分の思いを伝えられるよう、指示を短くしながら理解できるようにしていく。 

・少しずつルールを理解できるよう、具体的に伝える。 

 

 

 

 

 

 

実態として、 

・注意が散りやすい 

・一連の作業・行動が最後まで成し遂げられない 

といった点を明確に、支援目的・内容にあげておくことが必要

である。このことを記入しておく。 

障害・疾病等のところに判定は、軽度精神発達遅滞と

しか出ていないが、特性としては広汎性発達障害、多

動傾向があるので記入しておくとこどもの状況がわ

かりやすく、指導計画を立てるときにも役立つ。 

－
 
3
2
 
－



  
個別指導計画          ６月 ～ ７月           平成２１年度    

所長 担任（記録者） 児童氏名 

        Ｚ 

クラス年齢  ４歳児 

＜家庭の様子＞ 

印 印 
項目 児童の姿 ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生活面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会性 
 

 

 

 

 

 

 
・朝の用意は母が渡したものを順に置

きにいく。 
・母との関係の中で機嫌よく用意して

いる。 
・手洗い・足洗いなどは順番をあせり

雑になってしまう。 
・着替えはその時の様子でバタバタし

ていたり、人の片付けていない物を

拾って「これだれの？」と言うよう

な行動をする。 
・着替えた衣類はくしゃくしゃにして

袋に入れている。 
・帰りの準備も、途中で何かに気をと

られると行動を忘れる。 
 
 
・ままごと遊びでは、自分が欲しいも

のを欲しいだけ自分ひとりで使い

たい。他の子が先に使っていたり、

たくさん使っていると怒ったり泣

いたりする。自分が使えるまで言い

続けたり無理やり取りにいったり

する。 
 
 

 
・朝の用意を保育士と一

緒にする。 
 
 
 
 
・着替えの際は、保育士

と一緒に 初から

後まで行う。 
 
 
・おやつが終わると保育

士が側についたりし

ながら、一緒にやり終

える。 
 
・友だちと一緒に使う遊

具は分け合ったり貸

しあったりしながら

譲り合う。 
 
 
 
 
 
 
・ 

 
・登所したら片付ける物の写真などを

見せて、手順をわかりやすくする。

・それぞれの置き場に写真などを貼

り、視覚的にもわかりやすくする。

 
 
・着替える手順カードを作り、保育士

と一緒にする。 
・他児のことが気にならないように、

時間をずらしてみる。 
 
・帰りの用意の手順カードを作り、見

ながら言葉とあわせ、やり終えるま

で側を離れないようにする。 
 
 
・保育士も一緒に遊びながら、友だち

と遊具の取り合いや思いのぶつか

り合いになった時には、仲立ちをし

たり独り占めをしてはいけないこ

とを知らせる。 
・友だちと分け合って一緒に遊ぶ楽し

さに気づくように、言葉がけや援助

をする。 

 
・朝の用意をしながら、まだできて

いない友だちを確認し「まだ？」

「おばちゃんどこ？」と聞いてく

る。 
・次の遊びに使う玩具のことが気に

なり、手洗い・うがいをしていな

いのに「した」といって遊びのコ

ーナーに直行している。 
・着替える時、近くにいる友だちに

話しかけてなかなかしようとし

ない。保育士が側について他のこ

とに気が向きそうになったら、声

をかけるようにすると、気がつい

て着替えを続け、脱いだ衣服の片

づけを 後までしている。 
 
・室内では、ままごとコーナーの食

材に見立てる玩具（花はじき）や

好きな人形、哺乳瓶などをすべて

自分のものに確保しておかない

と落ち着かない。友だちが使って

いると遊びに集中できなくて、い

らいらして怒っている。 
 
 

 

 

 
・朝は母と一緒に一つ一つをきち

んとしている。 
・おとなが見守る中で自分できち

んと準備や着替えができるよ

うにする。 
・自分の思い通りにならないと保

育士が声をかけても、怒ったり

泣いたりしてすぐに手洗い・う

がいができないこともある。 
・保育士が側で見守って穏やかに

接していると、自分の要求を出

しつつもやるようになるので、

これからも様子を見守りなが

らきちんと基本的生活習慣を

自分でするように導いていく。 
 
・友だちと玩具の取り合いになっ

たら、その都度分け合う事や交代

で使うように言葉をかける。でき

たときは褒めて次につなげる。 
 
 
 

この内容の支援でお願いします。 保護者氏名 

                   
6 月～ 7 月分を記載

                             
7 月～ 8 月分に続く

 

・どのような環境の中で、着替えるのがいいかを記載する。 

・ロッカーをどのように置いているか、保育士はどこについているかなどを記載する。

例）壁に向かって着替えるなど、外部との情報を遮る。（視覚情報を遮る） 

社会性・コミュ

ニケーション

面は入れてお

く方が望まし

い。 

児童の姿～

評価までラ

インは揃え

て記載する。 

自分の手元にあると、落ちつ

いて遊べる。と記載するほう

が望ましい。 4歳児は譲り合うことを優先するのではなく、小分けにしておくほうがトラブルは回避できる。

＊一人分といった情報を箱に記載しておくのもいい。ラベリングをする。言葉に支配されや

すいので、『ひとりぶん』と書かれてあると納得することもある。 
＊視覚支援のメリット・・予測、見通し、忘れの予防 
＊本児の場合、生活習慣の一連の流れを視覚で示すことが必要である。 

   4 歳児レベルで友だちと譲り 
合うことは難しい。今はトラブルを起こ

さないように過ごすことが望ましい。

－
 
3
3
 
－



  
個別指導計画          ７月 ～ ８月           平成２１年度    

所長 担任（記録者） 児童氏名 
      Z 
クラス年齢  ４歳児 

＜家庭の様子＞ 
 
  

 
  

項目 児童の姿 ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 
生活面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コミュニケ

ーション面 
 
 
社会性 
  
 
 

 
・朝の用意は母が渡したものを順に

置きにいく。 
 帳面入れやタオルかけを見て、誰が

来ていないかを確認。「まだ？」「や

すみ？」と聞いてくる。又友だち

が出席ノートにきちんとシールを

貼ったのかが気になり、一冊ずつ

見ることがある。 
・外遊びから部屋遊びに変わる時、

自分が使いたい玩具を友だちに取

られたくないので、手洗い・うが

いをしなくても「やった」と言う

時がある。 
 
・三輪車や砂場の玩具・ままごとの玩

具は、自分がほしいものを必ず取ろ

うと必死になる。順番に使うことや

分け合うことを嫌がる。友だちが使

っているといらいらして、隙をみて

取ろうとしている。 
 
・友だちと遊んでいると、自分の思い

通りにするように言ったり注目さ

れるよう大声で促す。 
 
 
 

 
・朝の用意をできる日は、保

育士と一緒にする。 
 
 
 
 
 
 
・決まっている生活習慣をき

ちんと身につける為、足洗

い・手洗い・うがい・衣服

の着脱・帰りの準備などを

保育士と一緒に丁寧にす

る 
・友だちと一緒に使う玩具は

貸しあったり、分けあった

り譲りあったりする。 
 
 
 
 
・友だちと心地よく過ごす方

法を知る。 
 

 
・それぞれの置き場に写真などを貼り、

視覚的にもわかるようにする。 
・聞いてきたことにはその都度答え、

納得して気持ちが落ちつくようにす

る。 
・他の子の帳面を出して見てはいけな

いことを、その都度言って知らせる。

 
・夏は衣服の着替えが多くなるので、

戸惑うことのないように、やり終え

るまで側を離れないようにする。 
 
 
 
・怒って興奮してしまって静止する声

も届かなくなってしまった時は「や

めて」や「だめ」のカードを出し、

視覚にも訴えると動きが止まる。落

ちついてから友だちと一緒に話し合

 う。 
 
・水遊びでは保育士が一緒にする中で、

絶対にふざけたり興奮して危険なこ

とにならない対応をする。 
 

  

この内容の支援でお願いします。 保護者氏名   

7 月～8 月分を記載                              次月に続く 

誰と一緒に朝の準備をするかを

明確に書く。 
  

この内容は社会性の

部分にもっていく。 

本児のこだわりのところ。ソーシャルスキルのポイント。

どちらの位置に立ったサポートをするかが大切。交渉術

を教える。気持ちの高ぶりを抑えることは難しい。高ぶ

らない方法を考えることが大切。 

＊社会性の支援として 
・本児自身のルールだけでなくクラ

ス全体としてのルールを作る。 

・ふざけたりといった記載でなく、具体的な

内容にする。 

例：叩いたり、沈めたりしない。 

・突然水遊びが出てくるのではなく、ねらい

にも水遊びをいれておく。 

例：プール遊びの約束を守ろうとする。 

印 印 

この部分が支援の重点になってしまってはいけない。怒

って興奮させないことが必要である。万が一そうなって

しまった時のみ、この支援を使用する。 
保育士が常に側につく中で、トラブルにならないように

伝えておく、などに変更する。 

－
 
3
4
 
－



  

 
自閉症で言語をもたないこどもの事例  

                      個別支援計画                 平成 22 年度～        

 

児童氏名 性別 生年月日 担任 障害・疾病などの状況 手帳の有無 

平成18年1月  日

入所年月日 
T 

 
男 

平成 22 年 4 月 1 日

4 歳児担任 O 

 

自閉症 

言語をほとんど持たないため、 

コミュニケーションが取りにくい 

療育手帳 B2 

〔平成 24 年 1 月再判定予定〕 

 報情や援支のらか関機係関 関機談相・療医

・○○病院（○○Dr.） 

 

 

 

・○○区保健福祉センター家庭児童相談室（担当 ○○さん） 

・大阪市立こども相談センター（○○さん） 

 

 

 

 

 

・NPO 法人サポートセンター   (○○さん) 

                                        

 

・母子通所 

・ 平成 21 年 2 月頃に、かかりつけの病院からの紹介で受診。○○病院より《バイバイする

時、手のひらを自分側に向けるので、気になる》と、家庭児童相談所やこども相談センター

につないでもらう。経過を見る中で保育所には思ったより早く慣れているとのことだ 

平成 22 年 7 月の受診時に所長・担任同行予定 

・ 色々な機関を紹介する中で□□幼児クラブへとつなぐ 

・ 平成 21 年４月 S-M 社会生活能力検査と母への問診により B２判定。療育手帳取得。相

談時、泣き続けて眠ってしまう。母の問診より、思いが伝わらないと泣き続けるとのこと。

（K 式は取れず） 

こども相談センター判定員より、認識はゆっくりである、見たものはよく覚えている、人に

対して警戒心は無い、とのことだった 

 

・ 平成 21 年 5 月より親子教室へ週 1 回通う。同 10 月よりデイも併用。保育所に通うよう

になり、発語が増え、切り替えが早くなってきているとのこと。平成 22 年 6 月 所長・担

任見学 

・ 平成 22 年 6 月より、毎週木曜日、母子通所開始。 

 容内・標目の援支 い願の者護保

・言葉がたくさん出て欲しい 

・自分で出来る事が増えて欲しい 

・ クラスに関わる保育士と信頼関係を深く持ち、安心できる関係作りをする 

・ 1 日の流れを日々同じにする中でも安心感を持っていく 

・ 安心できる人間関係や環境の中で理解している事と、そうでない事を表情や仕草の中から読

み取り、わかるよう端的に伝えわかる事を増やしていく 

・ 身の回りのことから、できることを増やしていく 

                                                             保保育所                

発達検査の内容は、どの検査だったのか、数値、検査時の

様子、具体的助言があれば、記載しておく 

[保護者の願い]と[支援の目標・内容]について 

[保護者の願い]をくみ取りながら、対象児の育ちをいろいろな情報から総合的に判断する中で、[支援の目標・内容]を

決めていくので、必ずしも[保護者の願い]ひとつひとつに対しての支援が必要なわけではない。また、[保護者の願い]

と違う視点での[支援の目標・内容]を考えていくことが必要なこともある。 

－
 
3
5
 
－



  
    

 

個別指導計画   ９・１０月                                                平成 22 年度    保育所 

児童氏名    Ｔ 所長 担任(記録者) 

クラス年齢     

４歳児 

家庭の様子…保育所で絵カードを使っていることを伝えると、家庭で使うのは抵抗があり、方法がわか

らなかった事を母から聞くことができた。保育所と同じ絵カードを渡すと、早速使用してくれ、口で何

度も言うよりわかりやすいようだと母は言ってくれた。 ○印  ○印  

 題課の後今・価評 況状な的体具 て立手な的体具・助援な的体具 いらね 姿の童児 目項

生活面 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会性 

 

 

 

  

 

コミュ

ニケー

ション

面 

・朝の準備は椅子に座り、リュック

を前に置き、かごの中に取り出し

た 4 点（コップ袋・タオル・足

拭きタオル・帳面）を入れるよう

にすると、持ちやすそうにしてい

る。 

 

 

 

・全体の話を聞こうとする姿がある 

・友だちの動きを見て動いている場

面もある。 

 

 

 

・困っているときに友だちがさりげ

なく助けてくれ受け入れている

姿がある。 

 

 

 

 

・特定の保育士との関係が強い時期

もあったが、縦割り保育の経験

で、他クラスの保育士でも関係が

できている。 

・女児を中心に優しい関わりをして

くれる事で、気持ちをゆだねられ

ている。 

  

 

 

 

 

・朝の準備を保育士に見守ら

れながら、友だちと一緒に

したり自分でしようとした

りする。 

 

 

 

 

 

・グループの友だちと座って

話を聞く。 

 

 

 

 

・困困った時は、保育士や友だ

ちに動作で伝える。 

      ↑ 

・友だちとの関係を深めてい

く。 

 

 

・友だちと同じ遊びを楽しむ。

      ↑ 

・友だちと好きな遊びを楽し

む。 

・朝の準備は椅子に座るようにし、向か

いにリュックを置きそこからかごに出

すようにする。気がそれた時は声をか

けるようにする。 

 

・基本的には最後まで見守っていく。 

 

 

 

・グループを変更し、保育士が立つ位置

の近くの席にして、関係の良い友だち

の隣に座るようにする。 

 

 

 

・保育士が様子をとらえ、その場にあっ

た言葉を伝えていく 

 

・困っている時に、周りのこどもたちが

どうして良いかわからない時は、保育

士が方法を伝えていく。 

 

・まわりのこどもたちの遊びの接点を観

察し、関わりやすい遊びからできるよ

うにする（ままごと）。 

・友友だちの側に行き、遊び始める時に仲

介となれるよう、見守っていく。 

        ↑ 

・関係の良い友だちを中心に関係を広げ

られる環境作りをする。 

・グループを同じにする。 

・自分でできる事は自分ですることも必

 要な事を、まわりのこどもたちにも伝

 えていく。 

・座らず、机にリュックとか

ごを置いて立ってするよ

うにした。 

 

 

・保育士が側にいながら、朝

の準備をしていたが、困っ

たとき以外は自分でして

いる。 

・自分のグループの友だちと

一緒に行動している。 

・保育士の前の席の方が話が

聞きやすいようで、保育士

の顔を見ている。 

 

・保育士の言葉を繰り返して

いることもある。 

 

・友だちが一緒にしてくれる

事で困らない場面と友達

では嫌なときがある。 

 

・ままごとコーナーで友だち

と一緒に作った食事を他

児に出す姿がある。 

・友だちがビーズ遊びを始め

ると、ビーズを持って隣に

座る姿がある。 

・かごを使用することで、物を

落として拾ったりする時間

が減り、流れがスムーズにな

った。 

 

・基本的には一人でするが、困

った時は保育士の顔を見る

ので、見守る事は必要であ

る。 

 

・自分の座る場所はわかってい

る。保育士が話をする前の席

なので、活動の確認ができ

る。 

 

 

・状況に応じた保育士の言語化

は、場面と言葉をつなげる事

として続けていく。 

・友だちでは嫌なときがあるの

で、その時は保育士が対応す

る事を周りのこどもたちに

も知ってもらう。 

・ままごとコーナーでは友だち

と食事を作る遊びが続きや

すい。 

・ビーズ遊びは、今までは一人

でする事が多かったが、友だ

ちを意識する姿が見られて

きた。 

・来期はビーズ遊びの友だちの

中へ誘う回数を増やしてみ

る。 

 

     

この内容で支援おねがいします。 
保護者氏名 

ねらいや手立てが具体性

に欠けるため、[何を、ど

のように]を追加した。 

コミュニケーションの基本となる〔人との交渉をす

る為の言葉〕を知らせていくことは、大切である。

－
 
3
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－



  

 

個別指導計画  １１・１２月                                 平成 22 年度     保育所 

児童氏名    Ｔ 所長 担任(記録者) 

クラス年齢     

４歳児 

家庭の様子 

運動会はどうなる事かと心配したが、みんなと一緒にやってくれたので安心したとの事。 

１１月からの母子通所の延長を悩まれたが続けることとなる。運動会を終えた頃から、更にお

喋りが盛んで、保育所の様子を一方的だが話してくれる。今の母の願いは排便の自立である。
○印  ○印  

 題課の後今・価評 況状な的体具 て立手な的体具・助援な的体具 いらね 姿の童児 目項

生活面 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会性 

 

 

コミュ

ニケー

ション

面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認識面 

・朝の準備はロッカー前の机に、

リュックとかごを並べ、かご

の中に取り出した 4 点（コッ

プ袋・タオル・足拭きタオル・

帳面）を入れ、かごごと持っ

て行っている。帳面のシール

を貼る位置は確認しようとし

ている。 

 

・全体の話を聞いている時、集

中しにくい時がある。 

 

・友だちとの関わりが増え、友

だちと同じ机に自分のしたい

遊びを持っていき遊ぶ姿が増

えた。 

 

・困っている時に友だちが（今

まで関わりの無かったこども

たちも）さりげなく助けてく

れ、受け入れている姿がある。 

・保育士には、嫌な時には手を

横に振ったり、首を振ったり

する。 

 

・いつもではないが、聞いた事

に見合った答えをする事があ

る。 

・朝の準備を保育士に見守

られながら、自分です

る。 

 

   

 

 

 

 

・グループの友だちと座っ

て話を聞く。 

 

・友だちと同じ遊びを楽し

む。（ままごと・ビーズ）

         

  

 

・困った時は、保育士や友

だちに動作で伝える。 

         

 

 

 

 

 

・簡単な問いかけに答える

言葉を知る。 

・保育士は最後まで見守っていく。

困った時にサインがあった時は、

どんな風に伝えるのかを教えなが

ら、手伝っていくようにする。 

 

 

 

 

 

・全体の話を聞きにくそうな時は、

声をかけて話を聞ける環境を作っ

ていく。 

・ままごとやビーズ遊びが好きなの

で、一緒に遊んでいる友だちと、

保育士が仲介となり、やり取りを

しながら共感していく。 

 

・友だちには、動作で伝える事を受

け止めてもらうようにお願いす

る。 

・保育士に動作で伝えてくる時には、

その場面に見合った言葉を添える

ようにする。 

  

 

 

・思いに近い言葉を探り、言語化し

たり、反復練習を取り入れたりし

ていく。 

  

    この  名氏者護保 。すましいがねお援支で容内

４・５歳児では（数、文字への興味を含めて）

意図的に認識面のねらいを入れておくほうが

望ましい。 

コミュニケーションスキルについて 

お願いスキル 

＊ 「取って」「手伝って」「教えて」「貸

して」「助けて」など、お願いすること

ばの使い方を知らせていく。 

＊ 保育士がこどもの行動を先取りしたり、

すぐにわかったふりをせず、場面に応じ

た言葉を引き出していく事も必要であ

る。 

例）物を取って欲しそうにしている時に「これ

を取って欲しいの？そんな時は『とって』

って言うんだよ」と、言葉を添える。 

＊言葉・文字・サイン・身振りや実物など本

人が使える方法で自発的な表現を増やす。 

－
 
3
7
 
－



－
 
3
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－



個個別指導計画　　　　 　９ 月 　～　　１０ 月 　　　平成２２年度 　　　　保育所

児童氏名　　　　　Ｋ 家庭の様子
  ８月に一週間ほど休み、家庭でゆっくり過ごせたようで、母は成長を喜んで楽しみなが
ら関わっている。家では姉と一緒に遊んだり、しまじろうのＤＶＤをよく見ている。

所長 担任（記録者）

印 印
クラス年齢   　　　４　　歳児

項目 児童の姿 ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題

生活面 ・自由遊びのあとの切り替
　えに時間がかかり、次の活
　動への準備が遅れる。

・自由遊びのあと
　の切り替えができ
　るようになる。

・「ここまで作ったらおしまい」と
　保育士と一緒に決めて納得して遊
　びに区切りがつけられるようにす
　る。
・好きな友だちに誘ってもらい一緒
　に行動する。

・自分で納得すると「ま
　たあとでしようね」の
　声がけで気持ちを切り
　替えて片付けられるこ
　ともある。

・自分で納得すると自由遊びの
　あとの切りかえはできること
　もあるが、次の活動の見通し
　をもつことは難しい。

認識 ・折り紙をすると「つくって」
　と言うことが多く、自分で
　やってみるように促される
　と「だってむずかしいもん
　」と言う。

・折り紙の折り方が
　わかり、自分でで
　きる部分は自分で
　する。

・指先の不器用さもあるので、折り
　紙は、折りやすいように少し折り
　目をつけておく。
・保育士が側についてモデリングを
　しながら、折り方を丁寧に知らせ
　ていく。
・自分でできたことについては認め
　自信を持たせていく。
・手順表を提示し、自分でも見て意
　欲的に取り組めるようにする。

・側についてもらうこと
　で「こうするのか」と
　折り方が理解できたり
　自分でできたことを喜
　んでいる。

・側について丁寧に関わっても
　らうことで、理解が少しずつ
　スムーズにできるようにな
　る。

コミュ
ニケー
ション
面

・ざりがにが好きでブロックで
　作ったり、絵に描いている。
・ブロックやラキューで作った
　ものを友だちのものと合体さ
　せて楽しんだり、喜んで保育
　士に見せにくる。
　

・好きな友だちが増えて「一緒
　に～しよう」と言ったり、友
　だちからもよく声をかけられ
　ている。

・友だちと同じ遊び
　をする。
（ラキューで遊ぶ・カー
　ニバルでの遊びをす
　る）

・友だちと一緒に作ったものができあ
　がった時に、保育士や好きな友だち
　と喜び合い、できあがったものを写
　真に撮って飾る。

・好きなざりがにを
　お話あそびの中に取り入れる。

・友だちと一緒に図面を
　みながら、ラキューで
　好きなものを作り、完
　成すると一緒に喜んで
　いる。立体的で難しい
　ものは、友だちに「作
　って～」と頼んでいる。
　
・カーニバルの遊びを、
　友だちと一緒に楽しめ
　る。

・友だちと一緒で楽しいと
　いう気持ちをもって、更に
　遊んでいけるようにする。
・できたことを認めていき、
　自分でできたという自信を
　もっていけるようにする。

・好きなざりがにを取り入れ
　たことで、友だちと一緒に
　お話遊びを楽しめたので
　更に劇ごっこにつなげてい
　く。

社会性 ・集団遊びに
　参加することは少ない。

・クラスの友だちと
　一緒に集団あそび
　に参加する。
　（リレー・玉入れ
　　など）

・好きな友だちを同じグループや
　ペアにして安心して参加できる
　ようにする。
・参加できた時には、「楽しかったね
　。またしようね。」と保育士や友だ
　ちと楽しさを共感する。

・玉入れやリレーなど
　クラスの友だちと
　楽しそうに参加できる
　ようになる。

・友だちと遊ぶことを楽しん
　でいるが、遊びのルールの
　理解は難しい。更に友だち
　と遊んで楽しい気持ちを大
　切にしながら、遊びのルール
　を知らせていく。

　　　　　この内容の支援でお願いします。 　　保護者氏名

（          保育所）

　目に見える形の援助は、自信や達成感
を持たせるのに、有効である。

　否定的な表現や見方は、避けるのが好まし

ねらいに「楽楽しむ」とい
う表現を使いがちだが
「～する」と具体的な活
動を上げていく方が望ま
しい。活動を理解し「楽
しむ」ことをゴール（目
標）として評価をしてい

・友だちと同じあそび
を楽しむ。

見通しをもつことができない。

－
 
3
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－



 
    

自閉症で ADHD 傾向と広汎性発達障害傾向を併せもつこどもの事例 
  

個別支援計画                                    平成２２年度～平成２３年度 
児童氏名 性別 生年月日 担任 障害・疾病などの状況 手帳の有無 

平成１７年９月 日 

入所年月日 

 

Ｙ 
 

男 

平成２２年４月１日 

 

４歳児 Ｎ 

５歳児 Ａ・Ｎ  

自閉症 

・ADHD 傾向 

・広汎性発達障害傾向あり 

身体障害者手帳     級 

療育手帳  A ・ B1 ・ B2 

精神障害者保健福祉手帳 １級・２級・３級 

特別児童扶養手当    １級・２級 

医療・相談機関   関係機関からの支援や情報 

平成２２年度 

 

・ 大阪市こども相談センター    

 

平成２２年度 

 ・入所手続き時に、保健師より大阪市こども相談センターを紹介される。 

 ・２２．４  B２と診断されるが、療育手帳の申請はしない。  

 ・２２．５  再検査に行くが、前回との期間が短いので次回は２年後と言われる。 

 ・２３．１  B２ 判定。 療育手帳取得。 

保護者の願い 支援の目標・内容 

平成２２年度 

・ 友だちと仲良く遊んでほしい。 

・ のびのびと育ってほしい。 

・ 良いこと、悪いことのわかる人になってほしい。 

・ 友だちにけがをさせないように、保育所で悪いことをしたら

叱ってほしい。 

平成２２年度 

・ 生活面では、手順カードと言葉かけで自分でできるようにする。 

・ 気持ちを安定させて、好きな遊びをじっくりとできる環境を整える。 

・ 保育士が仲立ちとなり、気持ちをくみ取りながら気持ちカードやコミック会話を使用して、相手の 

気持ちを伝え関わり方を知らせる。 

平成２３年度 

 ・ いろんな困難にも負けずに強くなってほしい。 

 ・ 優しい人になってほしい。 

 ・ うそをついたり悪いことをしたら叱ってほしい。 

  

平成２３年度 

 ・ 保育士が仲立ちとなり、気持ちをくみ取りながら気持ちカードやコミック会話を使用して、相手の 

   気持ちを伝え関わり方を知らせる。 

 ・ みんなの中のいろいろなルールを知らせ、場面ごとに言葉の使い方などコミュニケーションの 

とり方を知らせる。 

 ・ 気持ちを安定させて、好きな遊びをじっくりできるよう環境を整える。 

保育所 

－
 
4
0
 
－



 

 

個別指導計画                   ４.５.６月                              平成２３年度   保育所 

所長 担任（記録者） 児童氏名 

Y 
クラス年齢  ５歳児 

家庭の様子 

・兄弟でブロックをしてあそぶ時にとりあいでけんかになるが、お互い「してない」とうそをつくようになった。

母は見ていて知っている。うそをつくことについて父親に叱り役をしてもらったりする。 

・「ほいくしょたのしい」「せんせい、だいすき」と母に話している様子。 
 印   印 

項目 児童の姿 ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 

生活面 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会性 

 

 

 

 
 

 

 

 

コミュニケ

ーション面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分なりの着替え方で時間がか

かっていたが、保育士が側で手

順カードをめくりながら伝えると

できるようになってきた。 

 

 

 

 

 

 

・早く給食を食べ終えるとごちそう

さまの時間を待たずに片付けて

いる。 

 

 

 

 

・ラキューを組み立て、立体の球

を自分で作っている。 

・ほしいパーツがあると友だちの

使っているものを取ったり、作

品を飾っているところをさわり取

ってくるのでトラブルになる。 

 

 

 

 

・自分で手順カードをめくって、

着替える。 

 

・着替えの手順を知る。 

 

 

 

 

 

 

・ごちそうさまをする時間を知り

座って待つ。 

 

 

 

 

 

・自分の作品と友だちの作品

がわかり、自分のものにして

はいけないことを知る。 

 

 

 

 

 

 

・手順カードを自分でめくり、着替えるこ

とを声かけし、番号を読み上げながら

一緒にしていく。 

 

・着替えの順に衣服を並べておき着替え

をしていく。（パンツ→ズボン→T シャ

ツ） 

 

 

 

・時計の横に時計の写真を貼り、ごちそ

うさまの時間に針を合わせておく。「み

んながまだ食べているから座って待っ

てください」と伝える。 

・できたら「ありがとう。待っていてくれた

ね。」と褒める。 

 

・ラキューの作品のディスプレイの仕方

を考え、名前のプレートをつけて誰の

ものかをわかりやすくしていく。 

 

・友だちのものを「みせて」と言って見せ

てもらう。 

・「友だちのものは取りません」とルール

をクラス全体で話していく。 

 

・友だちのものをさわる時は「さわっても

いい？」 と聞いてから、さわってもよい

ことを知らせる。 

 

 

・保育士が、手順カードをめくり言

葉をかけると着替えている。 

・自分でカードをめくる事はしない。

 

 

 

 

 

 

 

・言葉かけで「ごちそうさま、まだ」

と言って座って待っていた。 

 

 

 

 

 

・友だちの作ったものを持った時に

「○○ちゃんの作った～やね」と

声をかけると、「とったらだめ？」

と言い元に戻している。 

・手順カードを使ってみたが、自分でカ

ードをめくることは手間がかかり、面

倒なことが苦手なので難しかった。言

葉かけだけで着替えはスムーズにで

きてきている。 

・着替えの時に友だちにくっついていき

スムーズに着替えられないので、着

替える場所を決める。 

 

 

・言葉かけをすると、待つことができ

た。 

・みんなの前で「ごちそうさま」をする役

割を与え、自信につなげていく。 

 

 

 

・友だちと同じものが作りたい気持ちを

聞き「おしえて」と言えるようにしてい

く。 

・先に言葉をかけたり行動を先どりする

のではなく、行動を見守り状況に応

じた声かけや支援をする。 

・ラキュー置き場に立ったまま、組み立

てているので、必要なパーツ別に何

個いるのかを知らせ、数えて容器に

入れ、座って組み立てられるようにし

ていく。 

・作りたいもののパーツをあらかじめセ

ットしておき、全部使えばひとつのも

のが完成するよう準備しておく。 

この内容の支援でお願いします。 保護者氏名 

面倒なことが苦手という特性があるので、カードを見ることが苦手なこども。カードよ

り実物を並べて知らせる方がわかりやすいので、やり方を変更する。 

手順カードが効果的で

なかった事を評価でき

ていなかったので、反

省を追加する。 

次のステップにつながる評価や

課題をして次月につなげる。 

ここがポイント！ 
褒められる経験を

たくさんする。 

友だちに許可を求めるこ

とが大切である。 達成感を味わうことができる

ような援助を考える。 

ねらいを達成している姿と

次の課題を分けて書く。 

様子を見守り場面に応じた言葉

がけをする。気持ちを探り次の

手立てを考える。 

－
 
4
1
 
－



 

 

個別指導計画                   ７．８月                               平成２３年度    保育所 

所長 担任（記録者） 児童氏名 

 

Y 
クラス年齢  ５歳児 

家庭の様子 
 ・本児や母の体調がすぐれず、休みがちである。 

・６/１３～２２ おたふく風邪にかかり、欠席する。 
 ・家で悪いことをするとたたいてしつけているので、保育所でも叱って 

くださいという母。子育てが大変な事はわかるが、話をして伝えて 
いきましょうと話す。 

    

   印 
    

 

   印   

項目 児童の姿 ねらい 具体的な援助・具体的な手立て 具体的な状況 評価・今後の課題 
 

生活面 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会性 

 

 

 

 

 

コミュニケ

ーション面 

 

 

 

 

 

 

 

認識 

 

・保育士の言葉かけで、着替えは

スムーズになってきた。 

・着替えの場所を自分で選ぶため

に友だちと重なってしまったり、

「こっちの方が広いよ」と言って

も「いやだ。こっち」と言う。 
 

 

 

 

・友だちが作ったものを手に取っ

た時に保育士の言葉かけで「○

○ちゃんのとったらだめ？」と言

い、元に戻している。 
 

 

・トイレに行く時など通りがかり 

 に友だちをたたく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

・ラキュー入れからラキューを取

り、立ったまま球状のものを作

っている。 

 

・友だちとぶつからないよ

 う に着替えをする。 

 

・自分の席で着替える。 
 

 

 

 

 

 

・友だちが作ったものを見

たい時は「みせて」と言

う。 

 
 

 

・友だちをたたかない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ラキューのセットを席に

持って行き、座って作

る。 
 

 

・小学校では自分の席で着替えるので、自分

の椅子にリュックを持っていって着替える場

所を知らせる。 

・そばについて言葉かけしながら着替えをす

る。 

・「着替えたら教えてね」と保育士が少し距離

を置き、自分でできたら褒め自信につなげ

ていく。 

 

・ラキューの作品を飾るのに棚を使い、誰のも

のかをわかりやすくディスプレイしていく。 

・友だちが作ったものを見たい時は、勝手にと

らないで「みせて」と相手に伝えることを知

らせる。 

 

・「たたきません。お友だち痛いよ。泣いてい

るよ。」と絵カードと言葉でよくないことを知

らせたり、友だちからも「やめて」と伝えても

らうことで相手の気持ちに気づかせる。 

・たたかないですごせた時は褒める。 

 

 

 

 

・作りたいものを事前に聞き、全部使い終わっ

たら出来上がるようラキューのパーツをセッ

トしておく。 

・保育士がそばにつき声かけしたり、持続して

遊べるよう援助する。 
 

 

・始めは好きな所へリュックを持っ

て行き着替えようとしていたが、

自分の席で着替えをするように

なる。 

 

 

 

 

 

・友だちの作品をさわろうとする

が、「これ、○○ちゃんの？」と

聞いて置いている。 

 

 

 

・たたいた時に保育士の言葉かけ

や絵カード、コミック会話を見て

「○○ちゃんいたい？ごめんね」

と言っているが繰り返している。

・友だちが戸惑いながらも「いたい

からやめて」と言うと、「たたいて

ない」と言い返している。 

 

 

・好きなセットのかごを選んで机に

持っていき始めるが、たくさんのピ

ースのものを選ぶので途中で立ち

上がって作品をさわりに行ってい

る。 

 

・自分の席で着替えをすることで安心

でき、間隔が確保できる。 

・繰り返し褒められる事で、決まった場

所で着替えようとすることが多くなっ

た。 

 

 

 

 

・名前のプレートを付けたりディスプレ

イする場所をわかりやすくしたこと

で、自分のものと友だちのものの区

別がつきやすくなった。 
 

 

・たたいた時は、その都度言葉や絵カ

ードで知らせていくことで回数は減っ

てきた。しかし繰り返す姿があるの

で、もう一度、たたくという行動の意

味を探りそれに対処する適切な支援

を考える。 

 

 

 

・準備していたセットの中にはピースの

多いものがあり、じっくりとりくむこと

ができなかった。保育士と一緒にし

ながらも、自分で完成できるものを

準備し作り上げた満足感を味わえる

ようにする。 

この内容の支援でお願いします。 保護者氏名 

側に付いての援助は特性に合っていない。きちんとさ

せようとする保育士の思いと子どもの特性に無理が

生じないように子どもの特性を見極めたねらいや援助

を考える

「今日はたたかなかったね」

などと、できたことは必ず褒

めることが大切である。 

友だち同士で伝え合う

ことも大切である。 

要求を満足させるためには、まず保育士と

一緒に作り、できあがった喜びを知らせる

ことが大切なので追加した。 

－
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－



 
 

－ 43 －



                            － 44 － 

 

・手先の動きが不器用である。（積み木を積む、絵本のページをめく

る等） 

 

・粘土やのり等の触感を嫌がる。  

・音など外からの刺激に対して敏感に反応し、注意が散漫になる。  

・物を一列に並べたり、積んだりして遊ぶ。  

・特定のおもちゃで遊び、同じ遊び方ばかりする。  

・本来のおもちゃの扱いをしない、遊ばない。（物を何でも回す、並

べる等） 

 

・サインペン、クレパス等でぐるぐる丸を描けない。（筆圧が弱い）  

・ことばや動作のまねをしない。  

遊
び 

・人より物に興味を示す。（光る物、回る物、鏡等）  

・物を渡してお願い（例えば、絵本を持ってきて読んでほしいこと

を示す等）をすることができない。 

 

・指差しをしない。  

・意味のあることばをしゃべらない。  

・エコラリア（オウム返し）がある。  

・場に合わないことばやコマーシャルのフレーズを言うことが多い。  

・ことばが増えず、語彙が少ない。  

・発音が不明瞭で聞き取りにくい。  

・単語が中心で2～3語文で話せない。  

認
知
・
言
語
面 

・指示の意味がわからない。（ことばの理解が悪いように感じる。）  

・呼びかけに反応しない。  

・視線が合わない。  

・初めてのことや、初めての場面を嫌がる。  

・落ち着きがない。（常に体のどこかが動いている、椅子に座ること

が難しい等） 

 

・何もなくても、甲高い声や大声を発する。  

・周囲に関心を示さない。  

・表情が乏しい。  

・困った時など、状況にそぐわない言動でその場を逃れる。  

・大人（母・保育士）への愛着が強すぎる。（弱すぎる）  

・手をつなぐのを嫌がる。  

・特定のものにこだわる。  

・気持ちの切り替えが難しい。（何をしても泣きやまない）  

行
動
・
社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・友だちへの興味、関心が乏しく、一人遊びの方が多い。  



乳児保育の気づきの大切さと予防的な取り組み 
         

大阪府立大学人間社会学部 社会福祉学科 
                   里 見 恵 子 
 

大阪市の発達支援モデル研究のまとめとして作成したこの冊子は、主に 3 歳児以上児の

発達障害児への支援について、公立保育所の実践研究を具体的にまとめたものです。 
しかし、発達障害の特徴は、乳児期に気づくことも多いのが実態です。広汎性発達障害

については、その多くが 3 歳以降に確定診断がつくことが多いのですが、ことばの遅れや

対人関係の弱さ、多動性やこだわりなどの特徴は、1 歳半頃から特徴が現れ 3 歳になる頃

（2 歳児）にはかなり目立ち、一番育てにくいのがこの時期にあたります。 
また、注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）では、歩行が始まる頃から多動性が目立ち始

めます。ＡＤＨＤは、歩行開始が早く 10 カ月頃から歩き始め、歩いたと思った途端に走

っていたというエピソードをもつ子どもも多いのが特徴です。そのために、生後 10 か月

～1 歳半頃までに体験する手を使った遊びの時期を逃しています。また、注意も散りやす

いために、遊びを持続できなかったり、構成遊びなどでは援助がないとできあがりまでで

きなかったり、ということもしばしばです。絵本の読み聞かせでは、注意の持続の弱さか

ら、内容をまだらに聞いていたりします。手先の不器用さを併せ持つことも多く、これら

の理由が複合して結果的に“遊びが苦手”な子どもに育っていることも多いのです。 
もし保育士が、乳児期に発達障害の特徴をもち発達障害を疑っても、保護者に説明する

には至らないことも多いでしょう。しかし、この時期に予防的な支援をすることはできま

す。ＡＤＨＤの疑いであれば、落ち着く環境を用意し、保育士が意識的に関わりをもち、

遊びに集中するように仕向けていきます。具体的には、積み木遊びで積み木を交互に高く

積んでいくことや、絵本の読み聞かせを自由遊びの中で行ったり、ままごとでやりとりを

したりすることなどです。これらの遊びには、ＡＤＨＤの中核の障害である抑制の弱さを

助ける要素があります。積み木で、相手が積んでいる間はじっと待つ、自分で積む時には

倒れないように注意深く積む、ままごとでは、お茶を注いでいる間は待つ、お茶をコップ

についで、スプーンで混ぜて、乾杯し、飲む、などの一連の手順に沿ってままごとを進め

るには、手順を記憶する、相手に合わせる、待つ、などの注意のコントロールが求められ

るからです。自由にしておくと、走り回っていることが多くなるので、毎日 10 分程度で

も、このような遊びで個別に継続的に関わることで、抑制する力が育ち集中することがで

きるようになってきます。対象の子どもと継続的に遊ぶことがそのまま援助なのです。 
広汎性発達障害児では、1 歳半～3 歳までの時期は、症状が顕著になっていくことも多

く教えにくい時期になりますが、保育士との安定した人関係ができていれば、3 歳以降に

認知が伸びてくる時期に様々なことを教えやすくなります。担当者を決め、困った時や不

安な時には、同じ保育士が同じように対応することで、大人への信頼が育ちます。この時

期に、辛抱強い対応をすることで、以降の教えやすさにつながっていきます。 
すぐに、保護者に障害を告知しなくても、保育の中で意識的に関わることで、発達障害

の特徴をマイルドにでき、また二次障害を防ぐことにもつながっていきます。 
早期発見できたなら、早期に予防的な取組みを始めることが支援の始まりです。 
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大阪市発達支援モデル研究の推進にかかわって 

 
  大阪府立大学人間社会学部 社会福祉学科 

                    里 見 恵 子 
 
 

平成 21年から始まった大阪市発達支援モデル研究の助言者としてかかわってきました。
モデル研究は、まず実践研究保育所を決め、天王寺保育所と東中浜保育所から実践が始ま

りました。この 2か所の園での実践研究が、3年後には大阪市全体の保育所での発達支援
体制につながるのだろうかと、不安を抱えた船出でした。 
しかし、現場の保育士の行動力は素晴らしく、1年目を終える頃には、発達障害児への

保育的支援の手ごたえを実感できるものとなってきました。この 1年目の実践研究から、
視覚支援、環境の構造化など広汎性発達障害に対する個別の支援が、クラスの中の全ての

子どもに有効なユニバーサル・デザインの支援として位置づけることができること、また、

どのクラスでも取り組める方法であることが、手ごたえとなりました。 
もう 1つの課題は、個別の指導計画を立てそれに基づく実践ですが、研究当初は、子ど

もの実態に即した個別の指導計画を立てることが難しいのではと予想していました。その

予想の通り、実際に個別の指導計画の作成の取組みが始まってみると、実践そのものより

も共通理解の難しさがあることも実感しました。同じように広汎性発達障害の診断があっ

ても、認知レベル・言語レベルが異なり、また抱える問題行動もちがってきます。このよ

うに一口に発達障害と言ってもそれぞれの子どもによって課題は異なるために、一般的な

モデルになる個別の指導計画というものがないのです。 
しかし、これも、作成過程で何度も討議を繰り返す中で、障害特性に考慮した目標の立

て方、留意点があることを事例を通して実感できてきました。事例研究の個別の指導計画

が、これから新たに立てていく時に役に立つものにするために、吹き出し形式で、目標の

立て方や書き方の留意点を付け書き加えることで、より一般化した留意点を整理できたよ

うに思います。 
さらに、個別の指導計画の作成に保護者と共同で行う実践は、保護者の協力を得られた

事例から始め、2・3ケ月に 1度、保護者同席の上で、指導計画の作成と振り返りを行うこ
とが始まりました。この実践を通して家庭との連携の姿が見えてきました。“保護者の願い”

をしっかり受け止め、保育所がよりわかりやすい具体的な姿の目標にし、それが保育の場

で実現できることで、保育所での支援の有効性を保護者に理解していただく機会になって

いきました。このように、個別の指導計画を立てていくことで、保育所（保育士）と保護

者が子どもの抱える課題を共通理解できるようになり、保育所と家庭が連携して取り組め

ることも実感できつつあります。 
今回の冊子が、大阪市全体の発達障害児の支援のモデルとして、多くの保育所、保育士

によって活用されることで、発達障害児が保育所生活にスムーズに参加でき、共に育つた

めの基礎的な支援につながることを期待しています。 
 



参考 
 
発達障害者支援法（平成１７年４月１日施行） 
第一章 総則 

  （定義） 
第二条  この法律において「発達障害」とは、自閉症、アスペルガ－症候群その他の広汎

性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であ

ってその症状が通常低年齢において発現するものとして政令で定めるものをいう。 
 （国及び地方公共団体の責務） 

第三条  国及び地方公共団体は、発達障害者の心理機能の適正な発達及び円滑な社会生活

の促進のために発達障害の症状の発現後できるだけ早期に発達支援を行うことが

特に重要であることにかんがみ、発達障害の早期発見のため必要な措置を講じるも

のとする。 
   第二章 児童の発達障害の早期発見及び発達障害者のための施策 
   （保育） 

第七条 市町村は、保育の実施に当たっては、発達障害児の健全な発達が他の児童と共に

生活することを通じて図られるよう適切な配慮をするものとする。 
 
 
保育所保育指針（平成 21年 4月 1日施行） 
第４章 保育の計画及び評価 

  （３）指導計画の作成上、特に留意すべき事項 
   ウ 障害のある子どもの保育 

（ア） 障害のある子どもの保育については、一人一人の子どもの発達過程や障害の状態を

把握し、適切な環境の下で、障害のある子どもが他の子どもとの生活を通して共に

成長できるよう、指導計画の中に位置付けること。また、子どもの状況に応じた保

育を実施する観点から、家庭や関係機関と連携した支援のための計画を個別に作成

するなど適切な対応を図ること。 
（イ） 保育の展開に当たっては、その子どもの発達の状況や日々の状態によっては、指導

計画にとらわれず、柔軟に保育したり、職員の連携体制の中で個別の関わりが十分

行えるようにすること。 
（ウ） 家庭との連携を密にし、保護者との相互理解を図りながら、適切に対応すること。 
（エ） 専門機関との連携を図り、必要に応じて助言等を得ること。 

 



 
 
 
 
  【発達支援モデル研究】  
 
   スーパーバイザー 助言者 
        大阪府立大学        准教授  里見 恵子 
 
        大阪市こども青少年局    医務監  新平 鎮博 
 
        大阪市発達障害者支援センター     井上 芳子 
         エルムおおさか 
 
 
   モデル保育所  
       大阪市立  天王寺保育所  東中浜保育所   

 加島第 1保育所  加美第 1保育所  矢田教育の森保育所 
姫島保育所    大浪保育所  千本保育所 

 
 
 
 
 
 

 

 
できた！わかった！たのしいよ！ 
～そう感じることができる保育を～ 

 
  発行 大阪市こども青少年局子育て支援部保育所運営課 
      大阪市北区中ノ島１－３－２０   
      電話  ０６－６２０８－８１１５ 
      ＦＡＸ ０６－６２０２－９０５０ 
 

平成２４年３月 


	hazimeni
	hyousi
	title
	P1
	P2
	P3
	P4
	P5
	P6
	P7
	P8
	P9
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20
	P21
	P22
	P23
	P24
	P25
	P26
	P27
	P28
	P29
	P30.31
	P32
	P33.34
	P35.36
	P37
	P38.39
	P40
	P41
	P42
	P43.44.45.46
	P47
	P48



